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Ⅰ 新技術の解説 

１ 要旨 

オタネニンジンは古くから会津地域を中心に栽培されている伝統的な作物である。生産振興に

向けては種苗の安定供給が不可欠であり、その元となる原種について維持・保存を行うことが重

要である。このため県オリジナルオタネニンジン品種である「かいしゅうさん」について、原種

の維持のために必要となる組織培養技術を開発した。 

                                                                                                                          

（１） 材料には 1 年生株の小葉及び小葉柄を用いる（図 1）。 

（２） 培養前処理として材料を採取後、水道水で洗浄し、70%エタノールに 30 秒浸漬後、有効塩

素 1%の次亜塩素酸ナトリウム溶液に 1 分浸漬し滅菌を行う。 

（３） 培養手順は、葉片をカルス化し、不定胚を形成させ、その不定胚を発芽、発根させる。培養

苗を外部環境に慣らし順化生存率を向上させるため、２段階の予備順化を行った後、培土に

移植する（図１、表１）。 

（４） 培養開始から 16 ヶ月程度で順化苗を得ることができる。 

（５）順化の際には、形成された根を傷めないため、深さ 20ｃｍ程度のロングポットに移植する 

（図１）。 

 

２ 期待される効果 

（１） 原種の維持保存が可能となることで、安定的な種子確保につながる。 

 

３ 適用範囲 

（１） 福島県農業総合センター等で原種の維持を行う際に活用する。 

 

４ 普及上の留意点 

（１）培養期間中をとおして 18 時間日長（光量子束密度 50μmol/m2/s 程度）、20℃で管理する。 

（２）表１の①～③までの培養方法は、Lim ら（1997）の方法を参照している。 

（３）予備順化１終了時までは、無菌条件下で行う。 
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※①～③は、月 1 回程度培地交換を行う 

①置床 

図１ 「かいしゅうさん」組織培養の手順と期間 

②カルス化 ③不定胚形成 ④不定胚発芽 

⑤発根 ⑥予備順化1 

⑦予備順化2 ⑧培土順化 

表１ 「かいしゅうさん」組織培養に用いる培地 

3 ヶ月 5 ヶ月 1 ヶ月 

1 ヶ月 2 ヶ月 2 ヶ月 2 ヶ月 

滅菌後無菌条件下

で 5mm 角程度に

調整・置床 

１年生葉 

※①～⑥は、無菌条件で管理する 

小葉 小葉柄 


